
地理Ｂ（自宅学習プリント 14） ヨーロッパの工業① 

 ヨーロッパの工業を 3回に分けて学習します。第 1回目は、産業革命後の 19世紀の工業です。ヨーロッパ

は、産業革命から現在までの工業の発達が理解できているかを問う内容が出題されます。教科書 p.140，p.284、

地図帳 p.43，p.53，p.56を参考にして、プリントを完成しましょう。 

 

１ 工業地域・工業都市の形成 

 18世紀後半にイギリスではじまった産業革命は、19世紀に

は大陸側に波及し、炭田や鉄山付近に立地した工業地域や工

業都市が形成された。 

 

Ａ ミッドランド  地方 

石炭と鉄鉱石に恵まれ、1 バーミンガムを中心に鉄鋼業

が発展した。製鉄所の煙突からの黒煙が絶えることなく排

出されることから「ブラックカントリー（黒郷）」と呼ばれ

た。 

Ｂ ランカシャー …Ｐ ペニン山脈 を挟んでＱ 偏西風 の風上側になるため、湿潤な気候となる。 

           →綿工業が発達 2 マンチェスター 3 リバプール(マンチェスターの外港) 

※マンチェスターは、サッカー・クラブチームのマンチェスターユナイテッドとマンチェスターシティ

で有名でもあります。 

※リバプールは、ビートルズ発祥の地です（入試に出たことがあります）。 

Ｃ ヨークシャー …Ｐ ペニン山脈 を挟んでＱ 偏西風 の風下側になるため、乾燥した気候となる。 

           →羊毛工業が発達 4 リーズ 

  ※ランカシャーとヨークシャーを比較した問題は、よく出題されます。 

Ｄ 重工業三角地帯     

  D1 北フランス  と D2 ロレーヌ   と D3 ルール    を結ぶ地域で、ヨーロッパの工業の中

心として発展してきた。 

 D1 北フランス  …炭田立地型の繊維・重工業 5 リール 6 リエージュ 

     ※「ノール=パ・デュ・カレー地方の炭田地帯」は 2012年に世界遺産に登録 

 D2 ロレーヌ   …Ｙ ザール 炭田とＺ ロレーヌ 鉄山とを結合した鉄鉱石産地立地型の鉄鋼業が

発達。8 メス 9 ナンシー 

   ロレーヌ鉄山から産出される鉄鉱石はミネット鉱と呼ばれ、リン分などの不純物を含む低質の鉄鉱石

ですが、1878 年にトーマス製鋼法が開発され、リン分を除去することが可能となり、製鉄業に拍車がか

かりました。現在は、製鉄所の老朽化と鉄鉱石の枯渇によって衰退し、臨海部へ工業立地が移動していま

す。 

D3 ルール    …Ｘ ルール 炭田とＲ ライン 川の水運の結合 

→欧州最大の重化学工業地域を形成（現在も） 

9 デュースブルク（河港） 10 エッセン 11 ドルトムント 

 

ルール以外の工業地域は、石炭や鉄鉱石の枯渇によって衰退し、臨海部へ工業立地が移動しています。 

ルール工業地域は、現在も欧州最大の重化学工業地域となっています。 


